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卵用「名古屋種」におけるケージあたりの飼育羽数の違いが 
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摘要：新たな卵用「名古屋種」の種鶏としてNGY6系統が開発され、2025年度末からは新型

実用鶏が供給される。その新型実用鶏の性能は種鶏の変更に伴い、現行型と異なっている

可能性がある。そこで、卵用「名古屋種」においてバタリーケージを用いてケージあたり

の飼養羽数の違いが産卵成績及び経済性に及ぼす影響を調査した。ケージあたりの飼養羽

数が1羽の場合と2羽の場合で比較した。1羽あたりの産卵成績及び経済性は同等、1ケージ

あたりの経済性は2羽飼育区において有意に高い結果となった。このことから新型卵用

「名古屋種」の実用鶏は、1羽飼育及び2羽飼育ともに同等の性能を発揮することが明らか

になった。 
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緒言 

 
現在供給されている卵用「名古屋種」(名古屋コーチ

ンは俗名であるため、正式名称である「名古屋種」を基

本的に用いる)の実用鶏に代わり、2025年12月末以降は

新型卵用「名古屋種」の実用鶏ヒナが、生産農家へ譲渡

が開始される予定である。新型実用鶏は現行型実用鶏と

交配様式が異なることから、現行型と比較し性能に差異

がある可能性があるため、性能試験を行い検証する必要

がある。新型卵用「名古屋種」の実用鶏の種鶏には

NGY4系統に代わり、NGY6系統が使用される。NGY6系
統を用いて作出した実用鶏は、雌雄判別方法が従来の肛

門鑑別法だけでなく羽鑑別法が可能になる。またNGY6
系統は、NGY4系統と比較して卵重成績が改善し、産卵

率が上昇した。 
飼養環境の重要な要素の一つに飼養密度がある。「卵

用名古屋コーチン飼養管理マニュアル（改定版）」に

は、卵用「名古屋種」のケージあたりの収容羽数につい

ての試験結果が記載されている1)。ケージあたり1羽飼

育と2羽飼育において産卵性能を比較した結果、1羽飼育

は50%産卵到達日齢、産卵率及び産卵初期の卵重が優れ

ると示されている。2羽飼育は産卵性が著しく低下する

ことはないが飼料摂取量が低く、8寸ケージ(間口24 ㎝×
奥行40 ㎝×高さ45 ㎝)の収容が推奨されている。従っ

て、この卵用「名古屋種」をケージにて2羽飼育した場

合、1羽飼育と同等の能力を発揮できないことが明らか

にされた。この試験に用いられていたのは、現行型卵用

「名古屋種」の実用鶏である。前述の通り、新型卵用

「名古屋種」の実用鶏では現行型と異なる結果が示され

る可能性がある。 
肉用及び卵用の「名古屋種」は、一般的な鶏種とは気

質が異なり音や光に対する感受性が高い。環境的要因の

影響を強く受けるため喧噪性の制御が重要である2)。加

えて、一般的な採卵鶏と卵用「名古屋種」は体の大きさ

が異なるため採卵鶏の飼養密度が適用しない可能性があ

る。国内の採卵鶏における鶏種別シェアの上位を占める

「白色レグホーン種」3)の体重は18週齢時で1250~1294 
g、一方卵用「名古屋種」は120日齢時で1580 g4)であ

り、一般的な採卵鶏と卵用「名古屋種」には差が生じ

る。 
以上のことから、本試験ではケージあたりの飼養羽数

の違いが新型卵用「名古屋種」の実用鶏の産卵性や経済

性に及ぼす影響について明らかにすることを目的とし

た。 
 

材料及び方法 

 
1 供試鶏及び飼育方法 

供試鶏は2022年6月21日餌付けの2025年度供給開始予

定の卵用「名古屋種」実用鶏を用いた。飼育管理は開放

鶏舎のひな段2段の成鶏用バタリーケージ(7.5寸ケー

ジ、間口22.5 ㎝×奥行40.0 ㎝×高さ45.0 ㎝)を用いて行



      柴野ら：卵用「名古屋種」におけるケージあたりの飼育羽数の違いが産卵性及び経済性に及ぼす影響      158 
 

 

った。飼料及び飲水は、全期間を通じて自由摂取とし

た。 
 

2 供試飼料 
期間中の供試飼料は粗タンパク質16.0%、代謝エネル

ギー2830 kcal/kgの市販飼料を用いた。いずれもトウモ

ロコシ、大豆粕を主体とした飼料で、アミノ酸、ビタミ

ン及びミネラル等の飼料成分については日本飼養標準を

満たすものを用いた。 
 

3 試験区分及び試験期間 
試験区分及び供試羽数を表1に示した。同サイズのケ

ージにそれぞれ1羽もしくは2羽の供試鶏を収容し、飼養

管理を行った。試験期間は180日齢から450日齢までとし

た。 
 

4 調査項目 
(1) 産卵成績評価 
毎日の産卵率並びに30日ごとの卵重、産卵日量及び卵

質成績を調査した。卵質成績は卵殻色、白斑出現率、卵

形、卵殻強度、ハウユニット係数及び卵黄色を測定し

た。 
産卵日量は平均卵重に産卵率を乗じて試験日数で除し

た値で示した。卵殻色は色差計 (カラーエースTC-
8600A、有限会社東京電色、東京)により卵の鈍端部で測

定し、色をL値、a値、b値(明度、赤色度及び黄色度)で表

した。白斑出現率は卵殻表面に出現する白斑点を5段階の

スコア(0:白斑点無し、1:1 mm未満の白斑点が認められ

る、2:1~2 mmの白斑点が認められる、または2 mm以上の

白斑点が5個未満認められる、3:2 mm以上の白斑点が鈍端

部に5個以上、鋭端部に5個未満認められる、4:2 mm以上

の白斑点が鈍端部及び鋭端部に5個以上認められる)によ

り評価した。卵形は卵の短径を長径で除して100を乗じた

値を卵形測定器(卵形測定器、富士平工業株式会社、東

京)により測定した。卵殻強度は卵殻強度測定器(ハーデ

ィングテスター、株式会社インテスコ、松戸)により卵の

赤道部を加圧して測定した。ハウユニットおよび卵黄色

はEggマルチテスタ(EMT-5000、ロボットメーション株式

会社、東京)により測定した。 
 

(2) 飼養試験成績評価 
4週ごとの飼料摂取量及び飼料要求率、300日齢及び

420日齢の体重、並びに生存率を調査した。 
飼料要求率は飼料摂取量を産卵日量で除した数値で示

した。生存率は450日齢時の羽数を150日齢時の羽数で除

して100を乗じた数値で示した。 
(3) 経済性 
経済性は1羽あたりの粗利益を算定して評価した。 
試験期間中の規格別重量(生産卵重量に規格別割合を

乗じる)を求め、規格別卵価(2022年12月21日から2023年
9月11日までの名古屋の1 kgあたりの平均相場金額)を乗

じてから飼料費(1 kgあたりの飼料価格×試験期間中の飼

料摂取量)を差し引いた金額とした。 
 
5 統計処理 

統計処理はRを用いた。1羽飼育区と2羽飼育区それぞ

れのデータについて二元配置分散分析を行った。危険率

は5%とした。 
 

結果 

 
1 産卵及び飼養試験成績 
産卵及び飼養試験成績を表2に示した。産卵率、卵重、

産卵日量、飼料摂取量及び飼料要求率に一定の傾向はな

く、試験区間において有意差はなかった。また、体重及

び生存率についても試験期間を通して有意差はなかっ

た。 

 
表 2 飼養羽数の違いが産卵性に及ぼす影響 

区分 
産卵率 卵重 産卵日量 飼料摂取量 飼料要求率 体重 生存率 

(%) (g) (g) (g/羽/日)   (g) (%) 
1 羽飼育区 68.8±10.9 57.1±2.90 39.3±3.75 106.3±22.1 2.75±5.89 2451±274 95.7±3.41 
2 羽飼育区 68.7±9.55 56.6±2.95 38.9±3.24 104.8±14.1 2.74±3.76 2323±199 94.6±4.81 
mean±SD 
P=NS 

 
表 1 試験区分及び供試羽数 

区分 ケージ収容羽数 供試羽数 
1 羽飼育区 1 羽 30 羽×3 反復 
2 羽飼育区 2 羽 30 羽×3 反復 
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卵質成績を表3に示した。卵殻色、白斑出現率、卵形、

卵殻強度、ハウユニット係数及び卵黄色に試験期間を通

じて有意差はなかった。 
 

2 経済性 
経済性を表4に示した。1羽あたりの粗利益は一定の傾

向はなく、有意差はなかった。ケージあたりで算出する

と、2羽飼育区が有意に高かった。 
 
 

考察 

 

本試験ではケージあたりの飼育羽数の違いが新型卵用

「名古屋種」の実用鶏の産卵成績及び経済性に及ぼす影

響について検討した。産卵及び飼養試験成績の結果、1
羽飼育区と2羽飼育区において全ての項目で有意差はな

かった。加えて羽あたりの経済性を比較した結果、1羽
飼育区と2羽飼育区の間に差はなかった。この結果は「1
つのケージに収容する羽数を多くしても採卵鶏の能力に

は大きな影響がない」とする中沢ら5)による報告と類似

する。目加田ら6)は、採卵鶏において405 ㎠/羽以上は成

績にほとんど差が無いが337 ㎠/羽では悪化したことか

ら、適正飼育密度を超過すると明らかに産卵率及び産卵

日量が悪化することを報告している。Wangら7)の報告で

は高密度区が338 ㎠/羽、低密度区は506 ㎠/羽に設定さ

れており、高密度区において産卵率、卵重及び飼料摂取

量が低下している。本試験にて用いたケージから飼養密

度を算出すると、1羽飼育区は900 ㎠/羽、2羽飼育区は

450 ㎠/羽であった。これらのことから、本試験におい

て設定した飼育密度は産卵成績を比較すると、両区とも

に産卵性に影響が現れない、適正飼育密度の範囲内であ

ったと考えられる。 
マニュアル1)では1羽飼育と2羽飼育では1羽飼育の方

が優れた産卵成績を示したが、本試験では同等の産卵成

績を示した。このことから、新型卵用「名古屋種」の実

用鶏は今回使用したバタリーケージを用いた2羽飼育の

450 ㎠では産卵成績に影響がないよう改良されたことが

明らかになった。以上のことから、新型卵用「名古屋

種」の実用鶏は本試験設定では飼養羽数の違いによる環

境の差に関係なく性能を発揮することが可能になった。

すなわち現行型と比較して、新型は2羽飼育に適する実

用鶏である。 
その一方で、世界規模、特にEU諸国を中心に動物福

祉(アニマルウェルフェア)の考え方が浸透しつつある。

国際獣疫事務局(World Organisation for Animal Health、
WOAH)ではアニマルウェルフェアを「動物が生きて死

ぬ状態に関連した、動物の身体的及び心的状態をい

う。」と定義している8)。日本においても農林水産省が

2023年にアニマルウェルフェアに関する指針を発信し

た。つまり、動物の幸福についての観点から飼養管理方

法を検討する流れがある。 
動物の状態や行動パターンは動物種や個体によって異

なるため、客観的に判断することが難しい9)。山本ら10)

による報告では、採卵鶏の飼養密度を低密度区と高密度

区にて比較した結果、産卵成績に差はなかったがストレ

スの指標となるH/L(偽好酸球/リンパ球)比は、高密度区

において有意に高かったとある。従って、産卵成績のみ

のデータでは、アニマルウェルフェアを客観的に判断す

ることは難しい。 

表 3 飼養羽数の違いが卵質成績に及ぼす影響 

区分 
卵殻色 白斑出現率(%) 

L a b b/a 1 以下 2 以上 
1 羽飼育区 62.6±1.07 11.3±0.47 14.8±1.34 1.31±0.14 42.5±8.14 57.5±8.14 
2 羽飼育区 62.3±1.03 11.5±0.53 14.3±0.90 1.25±0.13 47.0±7.16 53.0±7.16 

 

区分 
卵形 卵殻強度 ハウユニット 卵黄色 

 (kg/㎠)   
1 羽飼育区 78.2±0.56 3.78±0.50 80.3±7.68 14.4±0.43 
2 羽飼育区 77.2±0.64 3.76±0.60 80.2±6.44 14.3±0.46 

mean±SD 
P=NS 

  
表 4 飼養羽数の違いが経済性に及ぼす影響 

区分 
生産卵量 規格別売り上げ 粗利益(円) 

(kg/羽) (円/羽) 羽あたり ケージあたり 
1 羽飼育区 10.5±0.15 3446±47.8 1120±102 1120±102A 
2 羽飼育区 10.3±0.32 3373±105 1079±42.8 2158±85.6B 
mean±SD 
A,B: 同列異符号間に有意差あり(P<0.01) 
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今後、動物の状態を考慮した飼養管理方法を「名古屋

種」においても検討を行う必要がある。試験にあたって

は飼養試験成績及び経済性だけでなく、動物の状態につ

いての指標であるストレスホルモンなどの生理的反応に

ついての項目を加える必要があると推測する。 
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